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概 要

電圧電流センサー ECS25

カレンナビ（ECS25）は、クランプ方式では不可能だった屋内
配線用VVFケーブルに流れる交流電流（単相AC1～20A）の
電流検知が可能となりました。
電圧検知機能（AC100/200V）も有しており、VVFケーブルの
活電状態の確認も可能です。

特長
●被覆の上から押し当てるだけで検知が可能。
●電流検知機能により、VVFケーブルの電流を数値表示。
検知した最大値を保持。（表示を見ながらの作業不要）

●電圧検知機能により、AC100VまたはAC200Vの電圧を
検知すると赤色LEDの点灯とブザー音によりお知らせ。

※CATⅢ： 直接分電盤から電気を取り込む機器（固定設備）の一次側
 および分電盤からコンセントまでの電路。 

●材　　質　ケース：ABS、検知部：EPDM（黒）

製品一覧

電圧電流センサー
（カレンナビ）

名　称

ECS 25

タイプ名

¥6,300

標準価格
（税別）
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概略質量
（g）

○

○
○

電源ランプ
（緑色LED）

－

○
○

電圧検知ランプ
（赤色LED）

－

○
○

ブザー

○

○
－

“0”表示

数値表示パネル（デジタル表示）
動作状況

－

－
○

1以上の表示値
またはO.L表示

電源ONで検知が出来る状態。
もしくは、非活電状態または動作電圧以下。
活電状態、電流値が1A以下の状態。
活電状態。1A以上の電流値を検知して表示している状態。

VVFケーブルの状態

一般仕様

表示と動作状態

外形寸法（単位：mm）
検知対象電線

検知対象周波数
使用周囲温度

使用周囲湿度
使用電池
測定カテゴリ
電流検知　仕様
　　検知対象電流
　　表示
　　検出精度

電圧検知　仕様
　　検知対象電圧
　　表示

VVF 3×2.0mm、VVF 2×2.0mm、
VVF 2×1.6mm
50/60Hz
0～＋40℃
（ただし、氷結または結露しないこと）
80%RH以下
単4アルカリ乾電池×1本
IEC 61010、CAT Ⅲ 相当 （屋内配線用）※

単相 AC 1～20A　ただし、表示は25Aまで
2桁 数値表示
 VVF 3×2.0mm ： ±2A
 VVF 2×2.0mm ： ±2A
 VVF 2×1.6mm ： ±3A
（正常な検知状態の場合）

単相　AC100/200V
赤色LEDの点灯およびブザーの断続音

その他の機能
　　ホールド機能
　　電池残量表示

　　オートパワーオフ

電流検知の最大値を保持
起動直後１秒間、２桁数値表示部分による
「Hi」または「Lo」表示
無操作時、約２分後

本器の動作状況とVVFケーブルの状態との関係（ケーブルに検知部を押し当て、正常な検知状態の場合）
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電圧電流センサー ECS25

使用方法

使用上のご注意

電圧検知の方法 （単相 AC100/200V）

① 電源ボタンを押し、電源ラ
ンプ（緑色LED）の点灯を
確認します。

電流検知の方法　（単相 AC1～20A） 検知対象電線の切り替え

① 電源ボタンを押し、電源ランプ
（緑色LED）の点灯を確認します。

② VVFケーブルに検知部を垂直に
押し当ててください。
最大電流値を表示します。

③ 別の電線を検知する場合、
電源がOFFになる前に、そ
の都度、電源ボタンを押し
てリセットしてください。

② VVFケーブルに検知部を押し当て、電圧を検
知すると電圧検知ランプ（赤色LED）が点灯
し、ブザーが断続的に鳴ります。

3芯ケーブルを
検知する場合のご注意

電源
ボタ
ン

ピ
ピ
ッ

ボタンを
3秒間長押しで
電源ＯＦＦ

リセ
ット

アース線

VVF 3×2.0mmを電圧検知する場合は、
アース線側のみが検知部に触れての検知
はできません。確実に検知部に押し当てて
ご使用ください。

（図1）検知可能回路

（図2）電圧検知不可能回路

①本器で検知可能な電線は、VVF2×2.0mm、
VVF2×1.6mmまたは、VVF3×2.0mmの3本の
電線のうち、両端どちらかが接地（保護接地）と
なる配線で、VVF3×2.0mmの場合は、中央の電
線が接地され、残りの1本が活線となる図1で示
した回路の電線です。検知可能回路以外では、
電圧検知および電流検知機能ともに正常動作
しない場合があります。また、図2のような
VVF3×2.0mmの中央の接地線と端の活線を逆
接続している場合は、電圧検知できない場合が
あります。非活電と判断するには、被覆付き3線
の各々で検知してください。

②検知前には、必ず既に通電がわかっている電
源で動作確認をしてください。
③本器を高圧電路や測定カテゴリ「CATⅣ」と
いった 300V を超える電路では使用しないで
ください。
④磁石、モータ、トランスなど、大きな電流が流
れる電線などの磁界発生源の近傍、または強
い磁界が存在する場所では、表示値が大きく
変わる可能性があります。
⑤検知対象電線のアース線を通して地絡電流が
流れた場合や電流が歪んだ波形の場合では、
表示値が大きく変わる可能性があります。

VVF3検知時は
アタッチメントを
下げてご使用
ください。

アタッチメントを90°回転させ、
本体正面に合わせてください。

VVF3×2.0㎜ 検知時

VVF2×2.0㎜ 検知時 VVF2×1.6㎜ 検知時
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